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本セッションの内容



デジタル変革の４つのステップ
1. インサイトの獲得 2. 業務の効率化 3. 新しい

ビジネスモデル
4. 差別化と
収益構造変化

センサー設置

データ収集と利活用

インサイト(気づき)を得る

製造工程、製品設計
プロセスの見直し

コスト最適化

予兆保全

デバイスやハードウェアに
付帯するサービス開発

提供方法の変化
(売り切りから

契約型サービスへ)

付随ビジネス新設

新ビジネスまたは
ビジネス形態の変革



“Step 3. 新しいビジネスモデル”事例
ロールスロイス

IoT・機械学習で航空機エンジンのメンテナンスを効率化
• 稼働状況の遠隔監視、および故障予測による効率的なメンテナンス作業
• 最適な燃料搭載量を提案し、顧客のコスト削減を支援

新たなビジネスモデルへの転換
• 飛行時間に応じた従量課金モデル “Total Care Service”によって、

安定した収益と、顧客との継続的な関係性の構築が可能に。



現場の課題解決から得られたノウハウを製品化し、
飲食・小売業へ提供
• リテール店舗経営向けビジネスツール「TOUCH POINT BI」を開発

(別会社 EBI LABの立ち上げ)

AIで来客人数を事前予測。的中率90%
• 日・時間別の来客予想、発注メニューの予想をダッシュボード表示
• 人員配置を最適化、提供待ち時間短縮、仕入れ量最適化

“Step 4. 差別化と収益構造変化”事例
ゑびや (EBI LAB)



ビジネスモデル・キャンバス
1枚のキャンバスでビジネスモデルを可視化するための、9つの構築ブロック

Key 
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エンド
ポイント

セキュリティ 接続 ビジネス
コンサルタント

ディストリ
ビューター

開発者

IoT実現のために - パートナーバリューチェーン

サービス 規制機関



長野日本ソフトウエア様
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#IoTビジネス共創ラボ
#iotbizlabo



Copyright © Tokyo Electron Device LTD. All Rights Reserved. 12

顧客

小売・流通

社会インフラ
（交通／運輸）
医療・
ヘルスケア

製造

{  }

デバイスの
接続と管理

データ管理と
高度なデータ分析

ビジネスにつながる
情報の活用

データの
収集・処理

IoTの適用範囲は広く1社では実現不可能
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発足のねらい
• IoT のエキスパートによるエコシステム構築
• プロジェクトの共同検証によるノウハウ共有

• 先進事例の共有によるIoT導入の促進

2016年 2月9日より正式発足



IoT エキスパート14社が集結
幹事 事務局

参加企業

IoTビジネス共創ラボ参加企業

副幹事
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ビジネス WG
アクセンチュア ★

製造ＷG
東京エレクトロンデバイス ★

物流・社会 WG
ナレッジコミュニケーション ★

ヘルスケア WG
ユニアデックス ★

分析 WG
ブレインパッド ★

8つのワーキンググループ
IoT プロジェクト共同検証

Pepper WG
ソフトバンクロボティックス ★
日本ビジネスシステムズ ★

ドローンWG
ドローンワークス ★
ウイングアーク1st ★

xR ＷG
ホロラボ ★

ユニアデックス ★
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2月

WG 設立経緯

5月

7月

2016年

1月

2017年

ビジネス・分析・製造
物流社会・ヘルスケアWG

発足

Pepper WG 発足

Pepper meets Azure

ドローン WG 発足

2018年

xR WG 発足
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WG事例紹介
ヘルスケアWG
高齢者向け配食サービスの
食の安全に向けたIoT

ドローンWG
「トロ゙ーン」＋「LoRaWAN」
柏の葉キャンパスにおける
LoRaWANの実証実験

分析WG
セキュリティカメラを使用した来店客
CRMソリューション
「おもてなしサポートシステム」

送電線保守におけるディープラーニング活用

Pepper WG
ロボットと連携した新しいカフェ体験︕

製造WG
電子製品製造・組立工場のIoTによる見える化

物流社会WG
IoT × 機械学習
-畜産業における安定出荷への活用 -

★

★

★

★

★

★

ビジネスWG
IoT で働き方改革！！

★
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IoT ビジネス共創ラボ

地域版 IoTビジネス共創ラボ
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地域版 IoTビジネス共創ラボ
ふくしまIoTビジネス共創ラボ
北海道IoTビジネス共創ラボ
中部IoTビジネス共創ラボ

かわさきIoTビジネス共創ラボ
柏の葉IoTビジネス共創ラボ

石川・金沢IoTビジネス共創ラボ
みやぎIoTビジネス共創ラボ
長野IoTビジネス共創ラボ
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IoTビジネス共創ラボ

導入事例
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IoTビジネス共創ラボ



東京電力パワーグリッド株式会社

課題

・山間部などはVTRによる点検
・熟練の点検員による点検が必要
・動画の異常判別に膨大な時間が必要
・目視確認に膨大なコストが発生
・目視確認による検知漏れの削減

AIによる解決策

・画像データから異常／正常を
判定するDeep Learningモデルを
構築し、報告書を自動作成

・自動でタグ付けを行う
学習プラットフォームを構築

生み出された価値（効果）

・目視確認のコストが削減可能
・明らかに異常または正常と
出力された画像は自動判定

・グレーゾーンと出力された
画像は人間の目視に委ね、
誤判定の防止が可能

テクノスデータサイエンス・エンジニアリング株式会社

送電線網の点検作業をAIを活用して効率化を行い、同時に点検基準の平準化を両立する
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IoTビジネス共創ラボ

AIによる異常個所判定事例

https://www.youtube.com/watch?v=uz2WtE8v1ak
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IoTビジネス共創ラボ
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IoTビジネス共創ラボ
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IoTビジネス共創ラボ
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IoTビジネス共創ラボ
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IoTビジネス共創ラボ
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IoTビジネス共創ラボ
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登録メンバー数の状況
一般会員リスト：615社/865名
Connpassメンバー：3735名
FBメンバー：1539名
※2019/10/10時点

30

Connpass
http://iotbizlabo.connpass.com/

Facebook
https://www.facebook.com/groups/iotbizlabo/

http://iotbizlabo.connpass.com/
https://www.facebook.com/groups/iotbizlabo/
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IoTビジネス共創ラボへの参加方法
①一般会員としての参加登録
 以下の事務局窓口あてにメール申請
 会社名、部署名、役職、名前、メールアドレスの送付をお願いします

事務局窓口： iotcomjpadmin@microsoft.com
一般会員のメリット
 MS Azure IoTに関する情報、IoT共創ラボの勉強会などの情報の提供
 MS主催のIoT関連イベントにおいてブース展示が可能（抽選）

②長野IoTビジネス共創ラボ・WGへの参加
幹事企業である長野日本ソフトウエア様にメールにてご連絡くだ
さい
 nagano_iot@nsk-japan.co.jp

mailto:iotcomjpadmin@microsoft.com
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パートナーと共に創るクラウドIoTビジネス

システムインテグレーター

データ分析

通信・モバイル

デバイスOEM

センサーベンダー

ソフトウェアメーカ

IoTビジネス推進のハブ

ユーザーにとって価値あるIoTを素早く提供するためには
各社の強みを持ちより共創することが重要
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ありがとうございました︕

#IoTビジネス共創ラボ
#iotbizlabo



長野
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時代はIoT

オープン化

モノのインターネット

Inetrnet

クローズド
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Inetrnet

IoTは盛沢山

{  }
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IoTのレイヤー

収集 接続

{  }

蓄積 活用

自分だけでは実現困難

得意技得意技

得意技得意技

得意技で集まろう
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競争 共創と

IoTは共創
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長野IoTビジネス共創ラボ

ふくしま

北海道

中部
かわさき

柏の葉

石川・金沢
みやぎ

長野IoTビジネス共創ラボ

東京
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長野IoTビジネス共創ラボ

長野県内企業によるIoTビジネスのネットワーク形成

共同研究・情報共有による技術習得とビジネス立上げの
スピードアップ

ビッグプレイヤーからの最先端技術と先進事例の情報共有

ねらい
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長野IoTビジネス共創ラボ

１．Communication & Collaboration（交流と協働）

・長野県内のIoTビジネスの機運醸成、企業間連携・コミュニケーションの促進
・メンバーの得意分野の連携により、短期間でのPoC実施やビジネス化の実現

２．Education ＆ Information（教育と情報）

・共創ラボの勉強会、日本マイクロソフト社からの最先端技術や先進事例等の
情報共有を通じ、IoTビジネスの知見と技術を向上

３．Motivation & Creation（刺激と創造）

・共創ラボの活動を通じてメンバー同士が刺激を受けあい、新たなIoTビジネス
を創造

活動目的
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長野IoTビジネス共創ラボ

・参加者同士の情報交換、ネットワーク構築、協業のきっかけづくり

・「IoTビジネス共創ラボ」（マイクロソフト社運営）との連携、情報共有

・プロモーション機会の提供（展示、プレゼン、プレスリリース等）

・実証実験、実装機会の調整（参画企業、行政等）

活動目的
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長野IoTビジネス共創ラボ
活動内容

そして・・・
■ＷＧの発足
■具体的プロジェクトの発足

まずは・・・
■勉強会、セミナー等の実施（３回程度／年）
■対外露出が可能なイベントへの参加（１回程度／年）
■参加企業の拡大

さらに・・・
■社会貢献
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長野IoTビジネス共創ラボ

長野IoTビジネス共創ラボ
事務局幹事

運営企業

運営体制
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長野IoTビジネス共創ラボ

企業名 長野日本ソフトウエア株式会社（長野ＮＳＫ）

所在地
〒392-0027
長野県諏訪市湖岸通り5-17-26
TEL：0266-58-9888 FAX：0266-58-9663
（JR上諏訪駅 諏訪湖口 徒歩7分）

設立 1987年10月

資本金 ￥60,000,000-

グループ
日本ソフトウエア株式会社（東京）
エヌエスケイビジネスソリューション株式会社（長野）
上海恩斯凱軟件開発有限公司（上海）

事業所
松本オフィス 長野県松本市和田4010-27
塩尻オフィス 長野県塩尻市大門八番町1-2
東京オフィス 東京都千代田区岩本町1-10-3

事業内容

コンサルティング系ビジネス
Web/Open系ビジネス
ソリューション系ビジネス
アウトソーシング系ビジネス

長野日本ソフトウエア株式会社は、
『経営と情報』のプロフェッショナルとして
お客様のよりよい経営の推進を目指しております。

幹事企業
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長野IoTビジネス共創ラボ

長野IoTビジネス共創ラボ 第１回勉強会

今後の予定
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長野IoTビジネス共創ラボで
「共創」しませんか︖
幹事企業までご連絡下さい
nagano_iot@nsk-japan.co.jp
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